
１．基本認識－科学・技術関係予算は未来への先行投資－
○科学・技術は、

・人類全体の普遍的な知的財産を創造するもの

・我が国の経済成長や国民生活の安定的な維持・発展をもたらすもの

新成長戦略実現のための駆動力であり、未来のための投資である科学・技術関係予算の確保が不可欠

２．質の高い科学・技術関係予算の編成
○総合科学技術会議が予算編成プロセスを改革するために取り組んだ事項

・新たにアクション・プランを策定し、実効的な府省連携を推進するなど政策誘導を実施

○予算編成に向けて、各府省に求める事項

・優先度判定を勘案した、質の高い科学・技術関係予算の編成

・効果的・効率的な施策の推進とその施策による成果の呈示

３．科学・技術関係施策の推進にあたっての重要事項
○各施策の自律的なPDCAサイクルの確立
○競争的資金の使用ルール等の統一化及び簡素化・合理化、競争的資金制度の整理統合

○科学・技術コミュニケーションの推進

平成23年度科学・技術関係予算の編成に向けて（案）の概要

政府予算案への反映

平成２３年度科学・技術関係予算の編成に向けて（案）の概要 資料１－１

関係各大臣に意見具申

質の高い予算の実現に向けた
強力な政策誘導

平成23年度の科学・技術に関する
予算等の資源配分の方針

（平成22年7月16日）

平成23年度概算要求における
科学・技術関係施策の優先度判定

（平成22年10月21日）

科学・技術重要施策アクション・プラン
（平成22年7月8日）


